
中川地区の人口（前月比）

男     ９３８人  （ －４ ）

女  ９９６人  （ －６ ）

計  １,９3４人 （－１０）

世帯   ９５３世帯   （－２）

  令和８年４月末現在

西条市ホームページより「中川公民館だより」と検索するとカラー版がご覧になれます

公民館だより 令和８年６月号（第５２０号）

なかがわ
〒791-0532

西条市丹原町石経８４７番地１

TEL/FAX ：(0898)73-2200

E-mail：nakagawa-k@saijo-city.jp

中川小学校区市民運動会のお礼
４月１９日(日)、中川小学校区市民運動会が開催されました。会場となった丹原西中学校グラウンド

は、昨年を上回る来場者で埋まり、各地区からたくさんの皆さまが参加してくださり、無事に終えることがで

きました。ご協力いただいた皆さまには、心からお礼申し上げます。本当にありがとうございました！

令和８年度 公民館の主な行事日程

４月１３日(月)に中川公民館協力委員会が開催され、令和８年度の主な行事が承認されました。開催の折に

は、地域の皆さま方のご参加、ご協力をよろしくお願いいたします。
※行事の詳しい内容については、公民館だよりや館内掲示チラシ等で随時お知らせいたします。
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大玉転がし

防災訓練

あんたぁ

こぼされんよ！

ちょっと拝借

名物 宝投げ

元気いっぱい選手宣誓

防犯パレード

６月 ７日(日) 中川・桜樹地区ふれあいスポーツ大会(レクバレー)
７月１２日(日) クリーン中川
８月１５日(土) ふれあい夏祭り in NAKAGAWA
１０月 ２日(金) 地区別人権・同和教育懇談会（中川小学校と合同開催）
１１月２９日(日) 中川ふれあいフェスタ



和気あいあい
楽しく

いい汗をかこう！

新学期を迎え、１・２年生が中川公民館前交差点で道路の正しい歩き方や横断の仕方を学び、練習しました

4/21 中川小学校交通安全教室

4/25 寸劇「認知症になってもよろしくね！
～地域の人にささえられて～」

第42回中川･桜樹地区くれあいレクバレー大会を開催します！

〇日 時 ： ６月７日(日) 8時45分～

〇場 所 ： 丹原西中学校(開会式・予選・決勝・閉会式)

中川小学校(予選)

地域もりあげ隊・中川地区有志と公民館の共催で、笑いあり、涙あり、ハプニングあり？の認知症をテーマにし
た寸劇を中川公民館で実施しました。当日は、誰でもなり得る認知症の事、家族や地域の方はどう関わればよ
いか等楽しく学び、歌に合わせて手足を動かす脳トレも行って、終始笑いと拍手に包まれました。
参加された皆さんは、「とても面白く、楽しかった」「内容がよかった」と口々にされ、大変な盛況ぶりでした。
地域もりあげ隊・中川地区有志の皆さん、素人とは思えない演技力と話術で会場を盛り上げていただき、あり

がとうございました。

気 象 警 報 などが大きく変わります！ 5月29日(金)運用開始

警報・注意報の情報名に「レベル」が

付記され、避難判断の目安になります。

レベル３以上の警報が発表されたら…

避難指示などに十分留意し、早めの非難

を心掛けてください。

【問合わせ】
松山地方気象台 089-941-6293

いつ非難するかレベルで判断

できるようになりました



自動車を運転される高齢者の方を対象に、体験型の交通安全教室を開催します。ド

ライブレコーダーによるご自身の運転の再確認や急発進防止装置などを体験するこ

とができます。ぜひ、ご参加ください。

■ 日 程：令和８年６月２９日（月）
■ 時 間：午前の部 9時～12時、午後の部 13時30分～16時30分

   ※申込時にどちらか希望をお伝えください。

■ 場 所：西条ドライビングスクール（西条市石田284番地）

■ 対 象：市内在住のおおむね65歳以上の方で、自動車運転免許をお持ちの方

■ 定 員：午前・午後でそれぞれ20人（先着順）

■ 応募締切：６月18日（木）

■ そ の 他：当日は運転免許証と、眼鏡等運転に必要なものをお持ちください

■ 申 込 先：西条市役所くらし安心課交通防犯係 TEL0897-52-1６８６（直通）

を開催します！

先日の新聞に､東京都武蔵野市の松田春廣さん(100歳)が､徴兵検査の日に味わった

「屈辱」を80年以上経った今でも覚えているという記事があった｡1925年､6人兄弟の3

番目に生まれて脳性麻痺で手足に不自由があり､言葉を発することにも困難があった。

そのため､両親はよく松田さんを背負って映画や公園に連れていき､可愛がってくれたと

いう｡そんな生活の中､戦争が忍び寄った｡1944年､徴兵検査を受けるため､父親に背負わ

れて会場に向かったそうだ｡会場の検査官には「天皇陛下のためだから」と言われ、ほ

かの数十人と一緒に裸になり､2時間ほどあちこちを調べられた｡結果は「兵役に適さな

い」とされる区分の「丁種」だったそうだ｡松田さんは､「それはとても恥ずかしいこと

であって､私は悔しい思いをした」と肢体障害者による戦争体験証言集「米食い虫､非国

民とののしられながら」（全国肢体障害者団体連絡協議会2004年）で､この時のことを

こう回顧している｡なぜわざわざ検査を受け､「不合格」という辱めを受けなければなら

なかったのか｡検査への疑問を何度も口にしたとのこと｡戦時中には､このようなことが

全国で行われたのであろうと想像する｡

当時､人権というものが考えられていたのであろうか｡否である｡そこには､お国の役に

立つか､立たないか､そんな基準で人としての価値がはかられ､ふるい分けられたという

ことだ｡戦争は､何の恨みもない人と人とが殺し合う｡戦争では､戦争している理由さえ分

からない子どもたちまで巻き込まれて殺される｡あってはならないことが行われるのが､

戦争だ｡第二次世界大戦後､国際連合が結成され「世界人権宣言」が掲げられ､日本では

「基本的人権の尊重」､「平和主義」､「国民主権」を軸とした「日本国憲法」が制定さ

れた｡これらは､戦争の惨禍を二度と起こさないようにとつくられたものだ｡そして､人間

が人間らしく生きていくために必要な「人権」について規定している｡

世界情勢を見ると､安易に他国を非難したり､攻撃をしたりする傾向にあると思われて

ならない｡これでいいのだろうかと､不安になる｡一人ひとりが真剣に「人権」について

考える時がきているのではないだろうか｡ある講演会で講師から聞いた言葉を思い出す｡

『人権は､「家族」や「健康」などと同じく､失ってみて初めて､その大切さを実感でき

るものです｡』しかし､失ってからでは遅いのだ｡一人ひとりが､責任をもって考えていか

なければならない｡

（出典：朝日新聞2026年3月22日）

「戦争は最大の人権侵害」である

西条市人権教育協議会 西条市人権共生課



公民館休館日 ６日、７日、１３日、１４日、２０日、

２１日、２７日、２８日 取扱い日時：月曜日から金曜日

9:00 ～ 17:00

（休館日を除く）

中川公民館で住民票の写しと印

鑑登録証明書を受け取ることがで

きます。（即日発行）

６月の行事予定

 

日 曜 時間 行 事 名

毎週
水曜日

乾電池収集日
(もえないゴミの日と同じ)

７ 日 8：45
中川・桜樹地区
ふれあいレクバレー大会

１８ 木 ガラスビン・ペットボトル等収集日

２３ 火 古紙回収日

◆ 市民サービスコーナー ◆
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～『ふらっと茶屋』のご案内～

日時：６月２２日（月）午前10時～

場所：丹原公民館 １階ホール

内容：「笑いヨガで明るく元気に」

講師：愛媛県在宅介護研修センター

玉井 千恵 氏

対象：どなたでも参加できます

※専門職がお困りごとの相談にも応じます

◆お問合わせ◆
西条市地域包括支援センター丹原

0898-35-3427（申込み不要）

参加費無料
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